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要 旨

哲学 とは、誰かが思索 した事柄についての知識であるのでは な く、自分 自身で思索 し抜 く一 フ ィロゾ

フィー レソ(智 を愛 し求める)→ 哲学一 ことで ある。

教 育において も、か けがえのない人間存在 の、充実 した人生 を可能 とす るためには、知識や技術を伝

達するだ けではな く人間存在の存在意味を思索 し、学ぶ者の発達段階や教育分野 にふ さわ しい教育方法

を求めつづける、つま り哲学す ることが絶対に必要であると言わねばならない。

序

大学改革のため、外国語は自由選択科 目とな り、哲学は人間関係学などとなり、一般教養や

教養課程は各学部や学科に吸収されそうな大学もある。私の教える ドイッ語と哲学 も、 ドイツ

語は履修者減少による危機が叫ばれ、哲学は学会で も 「教養カ リキュラムの大綱化」による危

機感から 「大学における 《哲学》の存在理由」が課題研究となった1)0と ころが、ある大学で

は従来通り、選択できる ドイッ語 クラスが学科 ごとに指定されており、履修者 も平年並みであ

るが、どの学科でも自由に履修できるようになった大学では、履修者減少 どころか、.それまで

の1ク ラス30～40人 か ら、一昨年は1ク ラス120人 、昨年は150人 となって しまい、本年は再び

学科指定にもどさねばならな くなった。学生の学習意欲は低 くないに も係わらず、大学ごとの

対応は様hで 一定せず、た しかに混乱 さぜ られているといわねばならない。

生徒人数が減少 している高等学校で も、定員 に満たない学校 もあれば、650人 の定員に毎年

4～5000人 の受験者 となる学校 もある2)。 このような混乱がなぜ生 じるのか、それを考えるた

めには、生 じてきている問題を、それぞれに考えるだけではなく、教育それ自身を、その根拠

へ向か って考えてみることが必要であるだろう。教育に哲学が必要である、と言わねばならな
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いのではないだろうか。

1

1)教 育になぜ哲学が必要であるのか。

教育と哲学を考察する糸 口として、その問題点が明確に現われている医学教育を取 り上げて

みる。

現在、医学部を持つ多 くの大学で、医療行為や研究上での倫理基準制定のための組織がつ く

られている。この事は、今まで と比べて、医学が、人間の生命を保持 し、医療を行 うだけでは

なく、人間存在の生死を決定する事や、その存在意味にまで関わらざるを得ないような所にま

で発展 してきた結果 と言 うことができるだろう。

このように医学が発展 してきているとき、もし医学生が、人間存在の意味を、独断におちい

ることな く深 く考え、普遍性を も求め得る考え方、哲学す ることを修得す ることな く、医療方

法、技術の修得だけで医師になっているとしたらどうであろうか。そのような医師達が作 り上

げた倫理規定によって、人間の存在意味までが、規定 されて しまうとしたらどうであろうか。

現実の医学教育で、この様な問題を、深 く考える事を修得す る場として、一般教養(教 養課

程)の 哲学が有る。 しか し、 この哲学を選択 しない学生もいる し、又、選択 したとして も、単

なる思想史や哲学史 としか考えない学生 も多いであろう。そのような学生も、医師になって し

まうと、人間を相手に、医療を行わねばならないのである。

医療行為は、単なる物のような存在者ではな く、実存 している存在者 との関係において為さ

れるめである。常に、その都度、人間の存在意味についての了解が、基礎になっていなければ

ならない。

哲学的な考え方を修得することな く医者になった者は、充分な医療行為をする事もできない

であろう。

いま考察の糸ロとして医学教育を見たが、この ことは、なにも医学教育に限られるのではな

く、実際に問題として現われていな くとも、あ らゆる学問について言えることである。それぞ

れの学生達の専攻 している学問が、人間の存在意味といかに関係 しているのか、その学問がい

かなる意味をもつのか、を考察する機会が必要なのである。特に、実存する人間が、常にその

対象である、教育に関わろうとする学生には、絶対不可欠である。

それでは、哲学 とは何であり、教育とは何であろうか。

2)哲 学 とは何か。

〈単なる思想史や哲学史〉は、哲学 と峠分けて考 えねばならない。哲学とはギ リシャ語で、

フィロソプィア(愛 智)と 言われていたように、真の有 り様を、愛 し求めることである。思惟

するに値すると思 う事柄を、思惟 し続けることとも言えよう。思惟す るに値する事柄、思惟す

べき事柄を見い出 したときの 〈驚き〉であるとも言えよう。

だれかが思惟 した事柄についての知識が哲学であるのではな く、 自分 自身で思惟 し抜 くこと

こそが哲学である。

カソ トは彼の著書 『プロレゴメナ』の序言において、 「みずか ら思索するこの 『プロレゴメ

ナ』の読者」に向か って 「この 『プロレゴメナ』は、生徒が用いうるためのものではなく、将

来の教師が用いるためのものである。将来の教師 も、既存の学問の講義を按排するためなどに

ではなく、この学そのものをはじめて案出するために、この 『プロレゴメナ』を役立てるぺき
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である」 と主張 し、さらに続けて、 「哲学史(古 代ならびに近世の〉その ものが、彼 らの哲学

であるという学者たちがいる。こういう学者たちのために、この 『プロレゴメナ』が書かれた

のではない。彼らは、理性の源泉そのものから汲み取ろうと務める人たちが、その仕事を完成

して しまうまで、待たなければならない。すると、 この成 しとげられたことを世間に報告する

という順番が、彼らに廻 って くるであろう3)」 と哲学 しない 〔哲学者〕を皮肉っている。

しか し逆に、自分 自身であれ これと思いめぐらすだけでは、誤解を積み重ねるだけの結果に

なった り、一方的な見方になったりして、独断になって しまうかもしれない。独断に陥ること

な く、普遍性を求めようとする時に、その考えている事柄が、既にどの ように思惟されていた

か、そ してその思惟を、自分はどう考えるかが問題となる。この意味で哲学 は、 自分 自身で思

惟するだけでな く、また学ばれねばならないもので もある。 しか しその とき、知識 として、何

がどの様に論 じられているかを知るだけではな く、 自分 自身でその論を追思惟、追体験 しなけ

ればならない。

追思惟することは、言い換えれば批判的に研究するとい うことである。 ここでいう批判とは

ドイツ語で言うKritikの ことであり、単に否定することを意味 しているのではない。同じくカ

ソ トの著書に"KritikderreinenVernunft"')『 純粋理性批判』があるが、 この著書 も、.理

性を否定 しているのではもちろんない。そ うではなく、理性でないものを理性であると考え違

い しないように し、また理性が、理性的に判断 し得ないものを、判断するというような越権行

為を しない ように、理性それ 自身の有 るべき在 り方を、明確 に示すために行 ったのが批判

(Kritik)で ある。

つまり追思惟とは、誰かによって思惟されている事柄を、その事柄それ 自身の有るぺき所へ

と、追思惟す る者が正当に返 し位置づける努力に耐えるということである。

またハイデ ッガーは 『ヘラクレイ トス』において、aμoえoγetv(等 しい事を言 う)

とい う言葉を解釈することに よって、他人の言うこと、つまり他人の考え、思想にたい して取

る、彼の態度の取 りかたを示 している。 「この動詞は、或る人に言われた事を、字句通 りに口

まね して しゃべ り、空疎に繰 り返す事を … 意味 しない」。そうではな く 「他人の言うとこ

ろに向か って一承認する、そ してそのように して他人の言われた事に対す る一承認の内にある

ことを言 う5)」 と説明 している。誰かが言 った事を口まねするのではなく、誰かが言った事柄

についての承認の内にあること、つま り他人 と共に、その事柄について思惟する事 こそ、追思

惟の意味す るところである0

しか しその場合においても、次の事に注意 しなければな らない。つまり、誰かが言った こと

を、自分 も承認 しているとして も、それは自分が誤解 して、同 じ考えであると承認 しているの

かもしれない場合 もあるとい うことである。あるいは、自分は承認 しないという場合で も、誤

解のために承認していないのか もしれない。あるいは、何を言っているのか分か らないという

場合にも、言っている者に責任がある場合 と、逆に、何を言っているのかが自分の理解不足で

わからない場合、つま り追思惟 している者に責任がある場合 もあるであろう。これらの可能性

が常に有ることを自覚 しつつ、注意深 く追思惟の努力を続けなければならない。

それでは一般に言われる、学の研究と哲学 とでは、どこが異なっているのであろうか。研究

に価する事柄を思惟 し、追思惟す ることは、どの学問でで も為されなければな らないことであ

る。

哲学においては、思惟されるべき事柄が、いかなる基盤のもとで、そのような事柄として成

立 しているのかという、その事柄の根拠へ向けて思惟が為される、と言い得るであろう。或い

は、或る事柄が、なぜそのように理解されているのかということを、その根拠に向けて思惟す
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ること、と言 うこともできるであろう。他の学問では、思惟 されるべき事柄を、対象的に、そ

の事柄 自身がいかなるものであるのかを研究するのに対 して、哲学では、その事柄の根拠、存

在意味に向か っての思惟が為 されるといえるであろう。

教育に係わる者は、教育す ることの意味を、その根拠に向かって、注意深 く思惟 し追思惟 し

なければならない、ということである。それでは教育とは何であろうか。我々は、教育をどの

ようなものと考えているのであろうか。

3)教 育とは何かO

教育はふつう、初等教育、中等教育、高等教育、或いは各学科等のように、様々な分け方が

なされている。それは教育が行われるとき、教育を受ける人間の、発達段階あるいは教育分野

や内容に応 じた方法や態度が必要だからであり.、この様に分ける事な しには、具体的な教育は

成立 しないであろう。

具体的な教育実践のためには、このように分ける事が必要であると言う事は、逆に言えば、

教育について考察するとき、 〈様々なものが相互に関係 し合っているもの〉を、考察 しなけれ

ばならないという事を意味 している。この様なものを考察す るためには、・それが漠然 としたも

のになることのないよう、さし当たって、一応の基準となるものを、準備のために分けてみる

事が必要となる。 もちろん考察が深まれば、それにと}もなって、これらの分け方は、より適切

なものへと変え られねばならない。それに先だって、教育と研究指導、学習 と研究 も分けて考

察することが、考察を明確なものにするであろう。

ここでは学習を、教師が、学科や領域において一応完結 した ものとして、その教育内容を想

定 し、学習者に示す事ができるものを学習者が習得する事 とし、研究を、未だ完結 していない

ものを、考察 し、追究 していくことと考えておく。それぞれ、学習の指導が教育となり、研究

の指導が研究指導 となる。 もちろん、これ らのものの、どちらに重点が置かれているかという

ことであり、それぞれが別の ものとして独立 している訳ではない。

教育を分けると、何を、どの様に、何のために、誰に、教えるのか、等に先ず分ける事がで

きる。

何を教えるか、 という場合、各教科をどの程度の範囲で教えるか、あるいは、何を教えるべ

き教科 とするか6)、 ということだけではなく、仲間 と遊ぶ楽 しさを教える、人の話を聞 くこと

を教える、何かを作 った り、や り遂げた り、知 った りす ることの楽 しさを教える、身体を運動

さぜる楽 しさを教える、音や絵の感覚的楽 しさを教える、等の体験 させることを通 じて教える、

あるいは、指導者に従 うことの重要さを教えること等 も含まれている。 もちろん各教科のカリ

キュラムと、これ らのものは相互に関連 している。

どの様に教えるか、と言 う場合、教師の、学習者に対する態度の取 り方だけではなく、様々

な教育方法や手段が、各教科や領域の 〈何を〉に応 じて考えられねばならない し、それらは さ

らに 〈誰に〉に応 じて異なるものである。 このことについての研究は、膨大な量がなされてい

るが、それ らの内のどれかを取 り入れるというのではな く、それぞれの教育の現場で研究され

ねばならないものである。

誰に教えるか、 と言う場合}こおいでも 〈何を〉 〈どの様 に〉 〈何のために〉教えるか、とい

うことをまた規定 している。学習者の発達段階から、幼児に、生徒に、学生に、等に分けられ、

あるいは、そのほか様々な、個々に特定の条件を持 った学習者に、等に分けられ、その 〈誰に〉

に応 じた適切な教育が研究されねばならない。さらにそれ以上に、教師が自分の教える学習者

を、いかなる人と考えるかという、教師の人間観も重要な問題となる。
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何のために教えるか、と言 う場合、学ぶ者のために教えるのであ り、教育す ることは手段で

〈何のために〉の目的は学ぶ者である。 しか しそのとき、何が学ぶ者の為になるのか、と言う

ことを規定 しなければならない。経済社会に求められる人材へと教育す ることη、あるいは、

政治や社会体制を維持す る人材へと教育すること8)が 、学ぶ者の為になると考える教師 もいる。

また逆に、それらのことに教育は係わってはならず、教育が修了 したとき、各 自が判断すべき

もので、教育はそれ らの判断が出来る能力を育てるものだ と考える教師もいる9)。 教師の人生

観、世界観が大きく影響するところであり 〈何を〉 〈どの様に〉 〈誰に〉教えるかを規定する

もので もある。

II

教育に係わる者は、 自分が係わ っている教育分野や、学ぶ者の発達段階を、どのようなもの

として了解するか、言い変 えれば、その教育の意味を思惟するという、哲学的態度が必要 とな

る。その思惟に基づいて、教育に係わる者には、 もっとも適 した教育を実践する努力が求めら

れている。

しか し同時に、教育は、いかなる発達段階あるいは分野であれ、教育を受ける者の、充実 し

た人生、生活のための ものである。人間はだれで もよい、他 と交換できるものではな く、かけ

がえのない、独 自に ・現に ・実存 している存在者であ り、 自分 自身が目的として存在 している

存在者である。教育は、教育する事が 自的ではな く、かけがえのない人間存在の1充 実 した生

活を可能とするために、為 されるものでなければな らない。人間存在の存在意味を考える事な

くしては、真の教育は成立 しないのである。

現在様々な教育哲学や思想が主張 され研究されている。我々はそれらを自分 自身で追思惟 し、

同時に教育を思惟 しなければならない。教育哲学は、知識として知 った り、また、それを口ま

ね した りして、教育実践の典拠 とするのでは、各教育現場にふさわ しいものにはなり得ないで

あろう。それぞれの教育現場がデューイの言 う実験学校であ り、本来の教員会議は、研究会で

あらねばならない。

1994年 に 「京都大学高等教育教授 システム開発セソター」という研究組織ができた。セソター

長 は、前教育学部長である。講義がうまいと評判の教師の授業や学生の表情を ビデオカメラで

撮影 し、より効果的な教え方を探ってい くとい うような研究を している10)。教育原理や教育哲

学を最 もよく研究 しているといえる所で・教育現場を研究 してい くことに取 り組み始めたので

ある。本当にクリエイテ≧ブな講義で、学生が何かを感 じた瞬間には、目の輝 きが変わ るとい

うことである。

学生にとって興味を持つ ことができる講義とは、どの様なものであろうか11}。分か り切 った

ことを繰 り返す、退屈な授業ではないであろう。 しか し逆に分か らない事の講義の方が、 もっ

と興味は持てないだろう。学生の理解可能な範囲を、理解度をチェックしつつ教えるというの

は、最 も基本的な ものであるのかもしれない。そのとき教える者は 〈何を〉 〈どの様に〉 〈誰

に〉 〈何のために〉を常 に反省 しつつ研究 し続けなければならないであろう。

教職につくつ もりの学生には、自分 自身で教育を哲学することができるよう、哲学すること、

追思惟することを習得 させねばならないであろう。
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注

1)関 西哲学会1994年 研究課題。また1993年 の 日本哲学会で も、同様の主 旨が共 同討議の発言 にあ った。

2)以 前在職 した高等学校 で、昭和60年 に、当時の教務主任(現 教頭)と 協力 し 「本当に分 かる、 きび しいが

楽 しい英語 クラス」を進学 コースと してつ くろうとい うことにな り、翌年か ら発足 した。この高校は中学校

の評定2～3と い う、 いわゆる最低辺校で 、また進学 コースと しての入試はせず 、入学者 の中で希望者 を募

る形になっていた。進学 クラス主任や担当の教員の努力によって、 コース設立十周年の昨年は、英語検定三

級18人 、準二級7人 の合格者 を出 し、普通 クラスへ も影響を与 え、大学進学希望者 は200人 に もなった。 中

学校 か らは 「信 じられ ない程め成果 だ」 と評価 され、生徒数減少の時にも拘 らず、受験者数は4000人 を越 え

てい る。

教授内容を精選 し、学生が理解 し習得できる範 囲を、理解度を チェックしなが ら確実に教える。理事会が

配属 した外国人講師 も、カ リキ ュラムの中に組み込め ない、というよりも初歩の語学教育).Ytおいて は邪魔に

さえなるので断 るとい う、オー ソ ドックスな教 え方で しかないが、学生は 「やれば出来 る」 とや る気 を出 し、

理解で きるので楽 しく学んでい る。 また理 解度を チェ ックし、各 自の学 習状況を把握 しよう・とすると、同時

に学習態度が把握でき、それほ授業 時間内だけで ほなく、 日常生活の態度 にまで影響を与え る事}こもなる。

大学の一般教養の語学 も同 じ事が言えるであ ろう。

それ に して もなぜ、 さまざまな教育方法や手段が考 えられているのにも拘 らず、 このようなオー ソドック

スで当た り前 の教育 が、 こんな に高い評価を受けるのかが私には理解 しに くいところである。教育の何かが .

混乱 しているのであろう。それを教育の根拠へ向けて考察 してみたい、いいかえれば教育を哲学 してみたい

と考える。

3)ImmanuelKant;Prolegornerra舘einerjedenゐ 伽朔8㍑Metapsiaysik,PhilosophischeBibliothekBand

40,1993FelixMeiner,S.1f.

4)ImmanuelKant;KratikderreinenVernunft,PhilosophischeBibliothekBand37a,1971Felix

M,einer

5)MartinHeidegger;Heraklit,GesamtausgabeBand55,1979VittorioKlostermann,S.249f.

6)日 本では、 この 〈何を〉が大枠 として、 「幼稚 園教育要領」や 「学習指導要領」等 として行政か ら示 され

てい る。 これ らの 「要領」 の 〈何を〉教 えるか とい う内容ほ、あとで考察する、 〈誰に〉 〈どの様に〉 〈何

のために〉教えるか とい うことを、文部省 によって選 ばれた各委員が、如何に理解 しているかに よって規定

され ることになる。それ故、各委員が教 育を哲学 し続ける人 々であることが求められ る。

しか し要領の解釈 は、教育の現場でなされ るものであ り、教育を遂行す る教師にも、 より深 く教育を哲学

し続ける事が求め られ る。実際、教育現場 の状況が、要領 の改訂 の大 きな要因であるのは確かで あるのだか

ら。

さらには、行政が教育に、 このように係わ るぺ きではないと考える、 シュタイナー等の教 育哲学 も追思惟

されねばならないであろう。

7)日 本の大学で今注 目を集めている、慶応大学湘南藤沢キャソパス、立命館大学 は、共に産学共 同路線で成

功 しつつあ り、文部省学術 国際局も 「国 としては大々的に産学共同を進 めて行 きたい」 と考 えている。

8)J.デ ューイは彼のキ リス ト教信仰の立場か ら、民主主義 こそが 「神 の国」の完成へ導 くものであると確

信 し、民主主義のための教育 こそが、本当の教育である と考え る。またその社 会有機体説か ら、 〈社会のた

めに〉 と 〈個人のために〉 とは共に 「神 の国」のための もので あり、それゆえ社会のための教育が同時に個

人のための教育であると考える。

彼が作 った シカ ゴ大学附属 小学校で も、 「社 会的精 神が教育 における究極の 支配的動機 であ る」(J.

Dewey:SignificanceoftheSchoolofEducation,1994.The～ 腕協Z8Wanks,Vol.3P.282)と い う理
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念の もと、学校 自身を共同生活の形式 と して確立 しようとした。その学校では当然 、 「社会 的仕事」 「文 明

の学習」 が主軸 とされ、読み、書 き、計算は、それに従属するもの と考 えられた。

また大学生に も、教育原理を説明す るだけの授業を否定 し、実際の教育のあ りさまを見せた り、理論 をテ

ス トす る場所 としての、実験学校 としてこの小学校を使 った。

しか し私には、それ らの大学生が、やがて普通の学校で教えることになった とき、そ こで、どの ように教

育するのかとい うことは教えられていない ように思え る。

また彼 のキ リス ト教信仰に もとつ く教育哲学を、 日本での教育に取 り入れ るときには、批判(Kritik)的

な迫思惟 がな されるぺ きであると考える。

9)R.シ ュタイナーは、社会を経済 的領域 ・政治 的領域 ・精神的領域 の三層に分け、それぞれが相互に関係

しなが らも、強 い独立性を持たねばな らず、その独立性が崩れ る時、社会 が混乱を招 くと考 えた。それゆえ

精神的領域に属す る教育は、他の社会か ら独立 したものでなければな らないと主張 した。彼の考xは キ リス

ト教的 「人智学」 に基づき、教育 も彼 の作 った シュタイナー学校(ヴ ァル ドル フ学校)で 「人智学」に基づ

いて行われた。

彼は、従来の学校 とその制度を、国家が必要と してい る仕事 のために使 える人間を教育 し、国家 目的遂行

のために教育を支配する体制であると批判 した。 また当時の社会を、 自然科学 と産業主義に支 えられた物質

主義が勢力を増 し、経済的領域が支配 しようとしてい ると批判 した。物質主義に支配 された教 育は、知識 を

詰め込む主知主義の教育 とな り、人間の発達段階 、学ぶ者の本来の姿を歪 めるもので あると考 え、シュタイ

ナー学校では 「人智学」に基づいた、人間にふさわ しい教育を しようとした。

シュタイナーの人間観 は、鋭い洞察 と愛に満ちたものであ り、人 間の発達段階に従 う事が、常 に教育活 動

の中心に据え られている。 シュタイナ「学校の生徒達は、のびのび とした感情で、楽 しんで学校へ通 ってお

り、現在28ケ 国に500校 を数 えている。 発達段階 に基づ き、感 性を重視 した教育は、きちん と絵を書 くこと

の前に、色 と曲線を書き楽 しむ ことから始め られ、音楽は正確 に歌い演奏す る前に、音を楽 しむ ことか ら始

め られる。また言葉の勉強は、身体全体で感情を表現す るオイ リュ トミーで始め られ る。オイ リュ トミーと

い う身体運動は、それ故単なる 「身体 の生理学」 に基づいた体操ではない。

しか し身体全体で感情を表現するオイ リュ トミーが、言葉 と結びつ くとき主張 される、 アル ファベ ッ トの

形 と音声が表す という、感情 と母音や子音の関係 についての説 明は、 日本語 とは全 く異質な もので ある。同

じ人間の感情を育て るものが 、 ドイツ(ア ル ファベ ッ トを使用す る国々)と 日本 とでは異な っているとは私

には考えられない。そ こにはアル ファベ ッ ト=言 葉 と考える、シュタイナーの限界があるのではないだろ う

か。

また、シュタイナーの 「御託宣」 とも言いた くなるような、 「子供の時にあま りに多 くの知識 を記憶 させ

られる と、五十才頃に動脈硬化になる」 とか 「大 人が幼児に、口のまわ らない幼児言葉で話 しかけてると、

その幼児が大人になった とき消化組織が悪 くなる」 とかい う主張は私には根拠があるとは考え られない。 こ

れ らの主張は、彼の言 う 「人智学」'に基づ くのであろうが、そ の 「人智学」が、人間の本性 として物質体 、

エーテル体、 アス トラル体などとい うものの存在 を主張 してお り、それは私 には、現象 の奥に空虚な実体 を

仮想するもので しか なく、根拠があるようには思 えない。

シュタイナーの教育哲学 も、また ヨーロ ヅパ文化 とキ リス ト教信仰の もとで考察 された ものであ・り、 日本

で教育を考察す るためには、批判(Kritik)し 、追思惟 されねばならない。

10)『 週間 ダイアモソ ド』1995.10.28P:25

11)学 習者 が大学生ともなれば、アケー トによる講義 内容の チェックがかな り有効 と思われ る。以前、大阪芸

術大学のLL準 備室が行 った、LL授 業についての無記名のアソケー トに 「先生への一言」 とい う欄 があ り、

その集計 から私の分を頂いた。 このア ソケー トの翌年か ら、外 国語は 自由選択 とな り、LL教 室 は使 えない

人数 となって しまった。
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(次 の資 料 は 、 頂 い た もの の全 て で あ る)

▼VielenDank!▼ 朝早いのでつ らか ったです。 ▼ おつかれ さまで した。 ▼ゆ っくり進む か ら良 いと思

う、 しか し1限 目の授業はよ してほ しい。 ▼ やさしい先生で良かった。 ▼ とて も分か りやす く、何 回も復

習の形で授業が進 んで行 くので、 よく独語が分かった。 ▼分か りやす い授業でよか った、独皿 も授業 をうけ

もって もらいたい。 ▼独語 は私に とってす ごくす ごく困難 なものだったけ ど、先生 はペースもゆ っくりで1

つ1つ とて もていね いに教えて下 さったので少 しだけ ど、基礎がわかった ような気がす る。ち ょっと苦手意識

が減 ったかナ、、、!▼ 先生の授業は去年は3限 でねむか った し、今年 は1限 でちこくが多かった ようです、

で も気楽 な授業だか らいい。 ▼ とて もわか りやすか った し、他の先生の ように見すて るようなかん じで はな

かったので、す ごくうれ しかった。 ▼ もう少 し有効に使 ってほ しい。 ▼大変勉強 になりま した、あ りが と

うございます。 ▼ とても分か りやすい授業 で したDankeschon▼ お昼前はおなかへるか ら早 くはじめて

早 くおわ って下さい。 ▼1年 間あ りがとうございま した、 しん どかった けど楽 しかったです 、1食 がこむの

であ と5分 早 く授業おわ ってほ しか ったです。 ▼ これか らも会話形 式の授業がんばって ください。 ▼授業

のペースが自分 とあっていてす ご くスムーズに勉強で きたので よかったです。 ▼授業 も分か りやす くていね

いに教えて下 さった。あ と ドイツのお話なんか もして くだ さって楽 しかった。 ▼先生 はいつもにこやかで気

分 よくして くれるので、人間的 にも尊敬 します。 ▼ よくわ かる授業で した。独語皿 も本 田先生 がいいです。

本 田先生 じゃないと、他の語学 にかえます。 ▼独語は難 しい。 ▼ もっとAV教 材を使 ってほ しい と思 う。

▼2年 間 にわた り本当にあ りが とうございま した。良い授業だ った とお もっています。 ▼真面 目に楽 しく

授業を今後 も進めていただきたい。 ▼お世話xrな りま したで ござる。1限 目は超 くる しいです。 ▼ ドイツ

語1、2と もおせわになりま した。次 も本 田先生 ならがんばって とろ うかと思います。1年 間分 か りやす い授

業をあ りがとうございま した。 ▼何回も復習 しながら授業が進むので、授業中に よく聞いてれば習得で きる

ので、とてもいいと思います。 ▼1年 間がんばってやったので、文章 が読めるようになった り、構文がわか っ

た り、自分 自身す ごく進歩 した ように思えま した。後期テス トがんば ります。 ▼大 はばな、ちこくを しても、

何 も言わず に中に入 れて下 さってあ りがとうございま した。又 この授 業内容は とても勉強になったので、この

まま続けていただきたいと思います。 ▼ テス ト前 に`あ き らめて しま う"こ とがないように して くれている

ので、他の授業に比べて も、す る気、や る気がお こります。 ▼今までどお りの授業 内容(授 業 の進 み具合

etc)で や ってほ しい。 ▼ もともと独語が好 きで した がstoryも お もしろかったので(Akiみ たいな人が現実

にいそ うです)楽 しかったです。あ りがとうございま した!▼ 独語III皿 と授業を取 ってきま したが、ぼ く

はこの学校の中で一番真剣にと り組んだ授業科 目だ った。あま り成績は良 くなか った けど、いい勉強にな りま

した。先生の教 え方 は、素晴 らしいに尽 きます。 ▼ いつ もニ コニコしているけ ど、怒 った りイライラした り

しないんですか?私 たちと自分のか しこい娘 さんを比ぺて、 「大学生に もなって情けない レベルが低いな」 と

思 った りしませんか、、、。 ▼ とて もわか りやすか ったです、 もう少 し早い スピー ドの授業で もよかったか

もしれません、あ りがとうございま した。 ▼おつかれ さまで した。とてもわか りやすい授業で した。人工衛

星 は、 とて も低い軌道 にのった ようです。で もす ぐお ちそ うです。春にはまた打ち上 げます。
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